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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「フランチャイズビジネスが２０兆円の大台突破！」

日本フランチャイズチェーン協会によると、２００７年度の日本国内フランチャイ
ズ・チェーン売上高は２０兆３０３７億円とついに２０兆円の大台を突破しました。

チェーン数においては、１,２４６と前年を５２チェーン上回りました。業種別に
は小売業が６チェーン減少しているものの、外食業は４３チェーン、サービス業は
１５チェーン増加しています。

一方、店舗数については、全体で２３５,６８６店と前年より２４６店舗増にとど
まり、店舗数が頭打ち状態となっていることを示しています。業種別には、小売業、
外食業がそれぞれ２４９店、７２３店減少しているものの、サービス業が１２１８店
増加しております。



全体の売上は最初に述べたとおりですが、業種別に見ていくと、小売業が約１３兆
６０００億円で前年比４．９％増、サービス業は約２兆６７００億円で前年比３．８
％増となっていますが、外食業は前年比９９．１％の約４兆３６億円で微減となって
います。

このように、全体ではフランチャイズ・ビジネスは堅調に推移しておりますが、細
かく見ていくと、その好不調の波が顕著になってきています。

好調組は、小売業では、１００円ショップ・業務用スーパーに代表される「各種総
合小売り」、家電販売・家具インテリア販売の「家具・什器・家庭用品小売り」、「
自動車・自転車関連小売」となっています。外食業では、「カレー・牛丼」、「ハン
バーガー」、「アイスクリーム」が好調です。全体として元気なサービス業の中では、
家事支援サービス・介護サービス・ペット関連サービスが含まれている「その他サー
ビス」が急増し、「理容・美容」が続いています。

対して、不調組は、小売業では、「宅配販売・通信販売・無店舗販売」が急激に落
ち込み、続いて、「各種食料品販売」、「菓子・パン販売」に落ち込みが目立ってい
ます。外食業では、「日本料理・寿司」をはじめ、「ラーメン・餃子」「居酒屋・パ
ブ」も苦戦を強いられております。サービス業においては、「ＤＰＥ・印刷・コピー
サービス」の落ち込みが顕著で、「レジャーサービス・ホテル」、「クリーンサービ
ス・クリーニング」といった業態で減少しています。

このように、日本フランチャイズチェーン協会の年次統計を見ていくと、フランチ
ャイズ・ビジネスは一大産業となり、概ね流通業の動向を反映し、現代社会のビジネ
ストレンドを指し示しています。不況感の漂う今後ではありますが、フランチャイズ
・ビジネス業界においては、まだまだ堅調な伸びを続けるだろうと予測されます。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

--------------------------------------------------------- 第 ２９ 回 -----
【 フラトン (FULLERTON) <2> 】

----------------------------------------------------------------------------

前回は「フラトン」の小売業とレストランをご紹介しましたが、今回はレストラン
の中でも特徴ある店をご紹介しましょう。

◎BENIGANS（カジュアル・レストラン）☆☆
アメリカの「カジュアル・レストラン」で、一番チェーン化が進んでいるのが、こ

の「ベニガンズ」です。「個人の家」というモチーフでダイニングルームが形づくら
れていて、アンティークなデコールと観葉植物とで、店内の暖かさや楽しさを表現し
ています。

接客サービスも親しさがあふれていて、お客様との会話を重視し「ホスピタリティ」
が一杯です。「アンビアンス性」や「エンターテイナー性」が十分表現されていて、
まさに現代の感性にフィットする店づくりがなされています。



「ベニガンズ」のメニューは豪華そのもので、カラー写真入りで大いに食欲がそそ
られます。アペタイザーは、フライド・ズッキーニ、オニオン・リング、フライド・
マッシュルームに人気が高く、15 種類ほど常時用意されています。

また静かなブームを呼んでいるケイジャン料理を取り入れ、パスタ料理やサンドイ
ッチもバラェティに富ませており、圧巻なのはサラダ・メニューです。まさに、「ラ
イト＆ヘルシー」ナンバーワンのマーチャンダイジングとの評価を得ています。一品
料理もシーフードが中心で、ステーキはどちらかというと、陰に隠れてしまっていま
す。

料理そのものの品質が高いのも人気の秘密で、カクテル類の豊富さ、フィンガー・
フード（指でもつまめる料理）としての前菜とドリンク類とのフイット性の良さ、デ
ィナーだけでなく、ランチ・タイムも盛況というのを見るにつけ、商品そのものの品
質の高さが証明されています。また料理の盛り付けにも、相当気が配られています。

いずれにしても、「ライト＆ヘルシー」と「グルメ」を十分マッチさせたことがア
ダルト達の人気を呼んでいるし、またティーン・エージャー達も親と一緒に楽しんで
いる風景も数多く見受けられます。これこそ、最近の「カジュアル・レストラン」の
新しい傾向で、これも店の雰囲気もさることながら、メニューそのものがファミリー
向けに構成されていることが最大のポイントです。

この地域には、「カジュアル・レストラン」の「SPOON'S」や、「グルメ・レスト
ラン」の「TONY ROMA」がありますが、「ベニガンズ」は、メニューの幅が一番広い
ので、人気を集めています。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

--------------------------------------------------------- 第 ３１ 回 -----

［ マ ク ド ナ ル ド ］ (13)

前回までは、「マクドナルド」の「運営基本原則」である「QSC」について詳しく
説明しましたが、これが「マクドナルド」の店舗運営の質の高さを維持発展させてき
た源で、全世界にチェーンを展開する秘訣でもあります。今回は「QSC」だけでなく、
大発展の要件にもなった「イノベーション」についてご紹介しましょう。

<7> イノベーション

「マクドナルド」の「イノベーション」というのは、絶えず行われています。店舗
システム一つとっても、そのデザインやレイアウトは、創業時は客席のないテイクア
ウト専門の店舗でしたが、1960 年代に入ると、カリフォルニア州のように雨のほとん
どない地域では、パテオをつくりお客様にその場で座ってハンバーガーを召し上がっ



ていただくようにし、やがては店舗内に客席をつくったことと、環境を配慮して大き
なゴールデン・アーチと赤と白のデザインを止めて、ゴールデン・アーチは看板だけ
にして、茶色を主体としたカラー・コンディネートを行いました。

さらに、1970 年代になると、店舗のインテリアに変化をもたらしました。それまで、
「マクドナルド」を訪問した時は、１店だけ写真を撮っておけば良かったくらい店舗
デザインがまったく一致していましたが、この時代になると地域別に、その地域社会
との融合を図ったデザインを採用しました。例えば、ボストンだとマリーン風とか、
ダラスだとウエスタン風とか、ニューヨークだとアトリエ風とかいうように、その地
域地域でインテリアを変えました。

「ウエンディーズ」が 1969 年に登場して、1970 年代の中頃にハンバーガー業界に一
世を風靡しました。「ウエンディーズ」の店舗は小さくコストが低いために、投資回
収が早いことによって、急速な店舗開発を行いました。しかも、店舗規模が小さいの
にもかかわらず、売上高が高い秘訣はドライブスルーにあったのです。さすが「マク
ドナルド」だと唸らされたのは、あっという間にドライブスルーが可能な店舗に設計
変更したそのスピードでした。

「マクドナルド」は、新商品開発においても、「イノベーション」を続けています。
代表的な商品として「チキン・ナゲット」があります。いまや、チキンに関しては
「KFC」に次ぐチキン販売の大手チェーンであるほど、他のチキン・チェーンを圧倒
してしまいました。さらに、朝食のメニューの開発は、それまで朝食市場を独占して
いた、ドーナツ・チェーンやコーヒー・ショップ・チェーンより奪ってしまいました。

世の中がヘルシー志向になれば、ハンバーガーの脂肪率を下げたり、サラダ・ブー
ムになれば、他店はサラダバーを導入に躍起になりましたが、「QSC」のシステムが
完璧でないと考えた「マクドナルド」は、サラダ・パックで対応し、これはスーパー
マーケットのサラダバーより人気が高まったほどでした。

フランチャイジーのために原材料の供給業者を開発していますが、さらに中小の加
工業者を全国規模の流通機構と高水準の技術を具備させたり、冷凍ポテトや冷凍肉を
研究させたり、魚、チーズ、ピックルス、ソース、シロップ、ソフトドリンクスなど
の改良を行ったり、卸売機構を整備したり、設備や機器の改善を行ったりといったよ
うに「マクドナルド」の事業に必要なものを改革し、まさに流通革命の旗手でありま
す。

広告についても、ドナルドのキャラクターを創作したり、ドナルド・ランドを店舗
に併設したり、フランチャイジーと全国広告共同組合を結成し、強力な宣伝活動を展
開したりして、他チェーンと比較して広告量が圧倒的に多く、しかもユニークなもの
が多いので、宣伝効果を高めています。

<8> 慈善事業

会社の「マーケティング戦略」の一環として慈善事業を始めましたが、やがて草の
根運動に発展しました。地方のフランチャイジーは慈善事業を通じて、それぞれの販
売促進方法を考えたのでした。数年後には、「マクドナルド」は、各地方のフランチ
ャイジーの考案した地元との密着度を深めるアイデアの情報センターとなりました。

ひとたび、フランチャイジーが地域との関係をもちはじめると、勢いは止めること
はできませんでした。この結果、地元の慈善事業に参加することが、「マクドナルド」



のチェーン各店の一種の流行になったほどです。今日では会社とフランチャイジーを
含め、「マクドナルド」のチェーンが集める慈善事業は年間５千万ドルを超えていま
すが、一私企業が集める寄付金としては、アメリカで最高の金額と言われています。

この募金は、「マクドナルド」のフランチャイジーが自主的に管理しています。つ
まり、「マクドナルド」の地域活動は、すべて地方のフランチャイジーが自発的に行
い、フランチャイジーが地域社会との密接な関係を不可欠なものとしています。した
がって、地域の慈善事業に参加することにより、フランチャイジーは自分の存在を認
められ、地元の「ミスター・マクドナルド」になれるのです。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
ＰＯＳシステム 《 Point Of Sales system 》

----------------------------------------------------------------------------

一般的に「販売時点管理システム」と訳されます。店舗で商品を販売するごとに商
品の販売情報を記録し、集計結果を在庫管理やマーケティングやマーチャンダイジン
グの材料として用いるシステムをさします。

緻密な在庫・受発注管理ができるようになるほか、複数の店舗の販売動向を比較し
たり、天候と売り上げを重ね合わせて傾向をつかむなど、他のデータと連携した分析
・活用が容易になるというメリットがあります。このため、マーケティングやマーチ
ャンダイジングの材料を収集するシステムとして注目され、主に、スーパーマーケッ
トやコンビニエンスストア、外食産業、ガソリンスタンド 、ホテル 、ドラッグスト
ア（薬局）などのチェーンストア等で導入されています。

POS システムと経理システムなどを連携させ、クレジット決済や税額の自動算出など
も一元的に管理するなど、年々その機能が進化しており、また近年の ADSL 回線、光回
線の普及をうけて、店舗に配置する機器の縮小を図りデータセンターにシステムを集
約する、インターネット POS も導入事例が増えつつあります。大規模な POS システムで
は勤怠管理など、売上・在庫を含めた店舗全体の店舗経営管理機能の中核として発展
しております。

導入対象とする業種・業態によって、日本市場では大まかに３つに分類されています。

JANPOS(流通業向け POS)
スーパーマーケット、コンビニエンスストアや一般の物販店舗などを主とする流通業
に多く導入されている POS です。多くの場合は商品のレジ打ち作業はバーコードスキャ
ナをレジに配置することにより作業軽減が図られると共に、仕入・棚卸と販売実績を
結びつけた在庫管理・発注管理の精度向上に力を発揮しています。また、デパ地下な
どに多く見られる量り売りの場合には、計量器と一体になったものが多く見られるよ
うになりました。

外食 POS
ファミリーレストラン、ファーストフード、居酒屋などの外食産業に多く導入される



レストラン POS です。業態によりオーダーエントリーシステム、キッチンディスプレ
イ、キッチンプリンタ、テーブル管理システムなどと結ばれることが多く、在庫管理
・発注管理だけでなく、調理管理・客席稼働率管理の精度・速度向上を目的としたも
のが増えています。近年では居酒屋などでテーブルオーダー端末を設置し従業員を介
さずに追加注文が出来るようにすることで、人件費削減・提供時間を向上させている
例もあります。

SS(ガソリンスタンド)POS
給油計量器と結ばれることが多く、単に会計機能だけではなくカード等と連動した顧
客管理機能に力を入れ、営業販促との連携手段としていることが増えてきています。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．フランチャイズ・ショー2009 「フランチャイズ本部構築成功セミナー」
～基礎知識から成功のポイントまで～

日 時 2009 年 3 月 10 日 火曜日 13 時 30 分 ～ 16 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト 会議棟 6Ｆ

セミナー内容 フランチャイズ・ビジネスは参入が容易で、成功の可能性が高いビ
ジネスですが、実際に成功するには基礎知識が欠かせません。そこ
で、新たにフランチャイズ本部構築をめざす方や、すでにフランチ
ャイズ本部を立ち上げたものの問題をお持ちの方、更には本部機能
強化を考えられている方に対してフランチャイズ本部構築の基礎知
識をお伝えします。
フランチャイズ・ビジネス第一人者内川昭比古が成功への秘訣をわ
かりやすくパワフルに伝授します。

参 加 費 10,000 円

お問合せ先 日本経済新聞社
http://www.fcshow.jp/

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ加盟無料セミナー」



日 時 2009 年 3 月 20 日 金曜日（祭日） 13 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・ビジネス本部構築・再構築セミナー」

日 時 2009 年 3 月 27 日 金曜日 12 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの本部機能再構築をご検討されている方、
フランチャイズ・ビジネスを構築中の方に、フランチャイズ・ビジ
ネスの基礎知識から、構築ステップ、加盟店開発戦略まで、フラン
チャイズ・ビジネス本部構築について講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp
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≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

寒さが一段と厳しくなり、風の寒さが身にしみる今日この頃です。とはいえ、春一
番も吹き、花粉の到来となり、春はもうすぐそこまで来ています。

世の中は不況の嵐の真っただ中となっておりますが、業界ニュースに記載の通り、



フランチャイズ業界は元気です。不況に強いフランチャイズの面目躍如です。

新聞は政局と不況感の記事が一面で踊っているとはいえ、日本の経済は基盤がしっ
かりしているうえ、バブル崩壊の試練を乗り越えているので、過剰反応は禁物です。
やはり新聞一面の見出しがセンセーショナルですと、景気や政局の不安定を感じてし
まうでしょうが、次の芽が伸びるための試練とでも考えていただき、一人々々が前向
きになることが肝心です。製造業の不況感が突出しており、流通業自体はばらつきは
あるものの堅調です。日本経済（ＧＤＰ）の３／４は流通業ですので、悲観すること
はありません。

この時期は例年仕込みの時期です。来季に向け、新たな事業や既存事業の活性化な
ど、新たな計画を立案する機会が多くなります。不況感にならって緊縮方向の計画と
なりがちですが、今こそ新たな芽ぶきとなる計画を、前向きな計画を立案する絶好の
時期です。

「ピンチはチャンス」の言葉通り、暗い予想になりがちな未来に挑戦し、明るい未
来を現実のものにしていく心構えこそが、今一番必要です。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755(代)
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
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